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2010年（平成22年）11月20日
「市社会福祉協議会」は、皆さんの参加と支
えあいで福祉のまちづくりを進める社会福
祉法に位置付けられた民間の福祉団体です。

広　報

　さまざまな年代の方々に“ふくし”をもっと分かり
やすく身近なものとしてご理解いただくために、市
内在住の漫画家秋竜山氏の協力のもと、昭和59年か
ら福祉マンガ「みんないいひと」を発行しています。
　今年度は、いよいよ第20巻の発行となりました。
　これからも身近で「いいひと」「いいこと」が広が
り、誰もが地域で安心して暮らせる「ふくしのまち
づくり」が進むよう、皆様のご協力をよろしくお願い
します。

　さまざまな年代の方々に“ふくし”をもっと分かり
やすく身近なものとしてご理解いただくために、市
内在住の漫画家秋竜山氏の協力のもと、昭和59年か
ら福祉マンガ「みんないいひと」を発行しています。
　今年度は、いよいよ第20巻の発行となりました。
　これからも身近で「いいひと」「いいこと」が広が
り、誰もが地域で安心して暮らせる「ふくしのまち
づくり」が進むよう、皆様のご協力をよろしくお願い
します。

福祉マンガは市社協窓口で配布しています。
問合せ：地域福祉グループ　
電　話：０４２-７５６-５０３４

　第20巻発行を記念して、心あたたまる、ユーモアにあふれた人と人とのふれあいを五・七・五で
表現する『ふくし五・七・五コンクール』を実施しました。子どもからお年寄りまで多くの方々から
124点の応募をいただき、誠にありがとうございました。（優秀賞の作品は第20巻の巻末に紹介しています。）

〈著者　秋竜山氏紹介〉
静岡県伊東市生まれ。中央区淵野辺本町在住。
昭和46年　第16回小学館漫画賞受賞
昭和63年　第17回日本漫画家協会賞　選考委員特別賞受賞
 　（福祉マンガ「みんないいひと」により受賞）
平成18年　第35回日本漫画家協会賞　大賞受賞
平成20年　相模原市　市政功労表彰受賞
平成21年　相模原市民ギャラリーにて個人展開催

平成16年からは月1回『秋竜山マンガ通信』を発行。（現在62号）
またマンガ新聞『秋竜山の「クスッ」』も発行。
ブログ　http://blog.goo.ne.jp/akirkk2009

小学生の部
○ひとのこと　かんがえながら　うごいてる
○こんにちは　みんなでげんき　ごあいさつ
○ぼくたちは　いつも元気で　くらしてる
○としよりに　ゆずってあげよう　バスの席

保々　智広（４年）
青木　聖那（５年）
佐藤　颯太（５年）
伏見　春輝（６年）

中学生の部
○町の中　点字ブロック　気にしよう
○あいさつで　みんなに笑顔と　幸を
○気にしよう　クルクルまわる　そのタイヤ
○少しだけ　見方をかえて　みてみよう

渡邊　隼耶（１年）
村山穂奈実（３年）
島野　碧衣（３年）
時田　千尋（３年）

一般の部
○我が家では　企業戦士が　いまポーター
○白杖の　人へ手を貸す　心の眼
○声かけて　支えて生きる　福祉の輪
○ありがとう　うれし涙の　その笑顔

太田　元一
北畠　和子
大紺　政子
匿　　　名（６２歳）

目の不自由な人が横断歩道をわ
たれず困っていたので、助ける
と、「ありがとう」と言われ、助
けてあげてお互いに良い気持ち
になった。

ふくし五・七・五 コンクールふくし五・七・五 コンクール

大谷　　侑（３年）
ただ、ボランティアをするだけで
なく、心をこめながら、自分も
楽しんでやることに意味があり、
それが一番だと思ったから。

三上山海斗（３年）
人に親切にした時やされた時、
そんな時必ずお互いに笑顔にな
っているので、気持ちの良い輪
が広がってほしいと思いました。

石川　　茜（３年）

人助け
するもされるも
良い気持ち

真心で
楽しむことに
意味がある

ありがとう
お互いさまです
笑顔の輪

大人や、近所の人にやさしくし
てくれてありがとうということ。

西村　雄太（5年）
一緒に遊んだり頑張っている、
剣道場や学校の友達を思って。

黒部愼一郎（4年）
ぼくは元気。

齊藤　秀明（３年）

ありがとう
いつもやさしく
してくれて

本当に
大切なものは
友情だ

げんきです
ぼくは毎日
げんきです

皆の協力が有るから会社での自
分の任務も果たせ、清々しい、
見上げられる富士山の様にな
れ、まわりの者に感謝。

塩谷　正博（４３歳）
“おはようございます”“こんにち
は”“お元気ですか”“また、あし
たネ”と明るいひと言が、ひょっ
としたら相手の方の生きる希望
を与えているかもしれません。

中澤　順子（６５歳）
ボランティア活動を通して、「また来
て下さいね」と言われて逆に励まさ
れています。人が待っていてくれる
ということが、続けることにより、お
互いの信頼が出来てくると思います。

久島　秀子（６6歳）

協力が
有るから心
富士になれ

声かけは
明日につなげる
命の火

人と人
言葉でつなぐ
おもいやり

優秀賞
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"ふくし"　ってこんなに
  　 近くにあるんだね！
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　年末たすけあい募金
は、市内のねたきりの
高齢者、要援護世帯へ
の激励品や援護金の支
給をはじめ、障害者地域作業所や
認定保育室等への備品購入や事業
活動のために配分されます。

〈実施〉
神奈川県共同募金会相模原市支会
電話　042-730-3888

募金期間／１２月３１日まで

年末たすけあい
募金に

ご協力ください



寄
付
物
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　橋本地区は、近年橋本駅前の市街地再開発事業や大山町の都市再生緊急整備地
域の指定により都市化が進み、新しい住民が増えています。自治会では、未加入世
帯の方に加入を呼びかけたり、各地での大震災を教訓に防災訓練を実施したり、助
け合いの輪への参加を勧めています。
　こうした様々な活動の中で、多くの自治会員にご協力をいただいている活動が、
市社協の賛助会員募集や共同募金活動です。自治会の会長や福祉部長など多くの
皆様が各世帯に協力を呼びかけ、募集しています。

　毎年10月１日から全国一斉に募集がスタートする赤い羽根共同募金では、橋本
地区内の全32自治会が協力し、街頭で募金活動を行います。各自治会長を始め、
毎年300人前後の自治会員が交代で参加して
います。この活動は、橋本地区社協が中心と
なり、昭和53年から行っているもので、今年
は10月1日、2日と橋本駅や地区内の商業施
設など9か所にご協力をいただき実施いたしま
した。
　人前で大きな声を出すのに慣れていない方
も、「少しでも自分の呼びかけが橋本のため
に、きっと地域を変えていくはじめの一歩となるはずだ」と活動するうちに徐々に声

にも力が入ります。地区自治会連合会長の
鯉登茂さんは、「こうした一歩一歩の支え合い
を続けることが、明日の地域の支え合いに繋
がります。一生懸命募金活動をされている自
治会員や協力をいただく市民の方々の笑顔
が、私たちの力にもなっています。」とお話さ
れます。今年度の街頭募金では、354,236
円(10月13日現在)が集まりました。募金に

協力してくださる皆さんの気持ちが、安全で安心して暮らせるまちづくりに繋がって
います。

生活福祉資金貸付制度のご案内
Vol.10

募金活動で支えあうまちづくり
　　橋本地区自治会連合会の協力

シリーズ 自治会の
支えあい活動

シリーズ 自治会の
支えあい活動

●社会福祉のために

●少年院図書代のために

●障害者福祉のために

〔企業・団体〕

●社会福祉のために

●交通遺児のために

〔個　人〕

●紙おむつ

●衣類

〔企業・団体〕

●衣類

●福祉用具

〔個　人〕
小　山

大　沢

相模台

大野中

　〝

大野北

大野南

大野中

大野北

光が丘

東　林

市　外

大野中

市　外

上　溝

東　林

大　沢

小　山

大野北

大野北

田　名

東　林

東　林

相模台

城　山

市　外

（敬称略・順不同）

地区名名前・名称

～たくさんのご寄付をありがとうございます～
一人ひとりが福祉活動

平成22年9月1日から10月31日までに
ご寄付を寄せられた方は、次のとおりです。

　市社会福祉協議会には、市民の皆様から多くの寄付が寄せられ、福祉の向上
に役立たせていただいています。「地域住民の参加と支えあいによる福祉のま
ちづくり」を実現するため、ひとりでも多くの方のご協力をお待ちしております。

寄
付
金

橋本駅での募金活動

自治会に加入しよう！　
あなたの自治会加入が地域福祉の原動力！
●自治会に関する問合せ　市自治会連合会事務局　電話 042-753-3419

親子で協力ありがとうございます

300人が協力！ 街頭での募金活動

今月の気になる本
『 耳で読む読書の世界』
　―音訳者とともに歩む―
　　　　二村　晃/著（東方出版）

問合せ　保健と福祉のライブラリー（図書室）
　　　　 ※保健と福祉のライブラリーでは本の購入はできません
             電話 042-769-8275　ウェルネスさがみはら1階

　本を黙読している限りは気づかない、声に出して読み、耳だけで読ん
で初めて気づく数々の問題。視力を失い、耳で読み続けて２５年の著者
が出合った、読み手と聞き手の難所あれこれ。全57編。
　社会福祉法人　日本ライトハウス・全国音訳ボランティアネットワーク
推薦図書。

佐藤　榮一

矢沢　　守

飯田　利宇

森　　郁代

阪本　清作

匿名　１件

河本　德一

匿名　１件

上鶴間高等学校図書委員会

鵜野森グリーンハイツ婦人会

ビバーチェ共和店

青葉地区自治会連合会チャリティ親睦ゴルフ大会

相模大野建設組合　エルダーズ

全国大陶器市振興組合

サークル　表現

茶道裏千家淡交会　相模支部

ショーホーガン

フレンドシップ相模原

株式会社ブライト

笛吹とみ子チャリティ歌謡大会

株式会社河本総合防災

匿名　2件

大野北地区交通安全母の会

田名地区交通安全母の会

市村　　弘

匿名　1件

東林地区社会福祉協議会

源悟山顕正寺

城山商工経済同友会

財団法人宮ケ瀬ダム周辺振興財団

【表彰の部】
■社会福祉活動推進功労者
◎特別表彰　
　永年ボランティア活動に取り組み、地域福祉の向上に大きく貢献されました。
なかよしファミリー、クローバー、福祉懇話会、楽しく体を動かす会、ボランティアサークルひまわり
　永年市社協に寄付をされ、社会福祉の向上に貢献されました。
株式会社ブライト

◎一般表彰　
　地区社協や地域のボランティア活動を通して、また施設職員として地域福祉の向上に貢献されました。
平井日出子、塩澤則夫、井上晟、佐藤保髙、八木昭、高麗義廣、小林光子、長田愛子、清水初代、
鈴木照江、門司正明、こぶしの会、木村昭、諸角清、ふじのおたすけ会、渡辺久次、秋本昭一、石田
春夫、田口勝美、小宮里美、清新ボランティアの会、清新・愛の手ネットワーク、ボランティアグルー
プ「ささえ」、ボランティア「ねむの木」、前之園良江、大谷稲子、嵐良一、相模原市立緑が丘中学校、
富吉英治、新原主計、石井清子、大森茂、藤原長俊、大槻正一、杉浦和子、井上鈴子、吉田隆、井
上明、井上丈夫、小渕信章、杉原正範、金井日出男、ミニリハおおのなか、新磯子育てサロン、小泉
多惠子、平片勝美、古谷豊美、金子時枝、千葉榮子、西村洋子、木曜ボランティア、塚田三惠子、
渡邉美智子、佐藤滿子、八代義男、遊遊母親クラブ、阿部國士、斧田孝子、矢島周子、京極淑子、
神原清子、田口操、平田和枝、小栗延、佐藤悦子、飯塚美佐子、斎藤教子、吉元恵子、小池政子、
樋口光子、小平昌子、有輪カズエ、髙橋博子、釜中幸子、佐々木文江、座間絵里子、上坂壽子、伊
藤光子、井餘田恭子、大原瑤子、藤田喜久子、松井直子、半田進、鹿林久美子、大須賀カヅエ、倉
田祥子、金井ハツヱ、飛田野美子、森山静子、木村ユキ枝、西原祐子、髙野橋實、大森功、笹野い
つ子、杉田進、清水正一、守屋鈴子、錦野フミ子、清水トシ、佐藤康子、塩田信子、金子彌生、宗田
君江、奥保人、近藤初江、島田鮎子、戸村照子、星野幸子、丸山進、小河路晃子、野田惠子、中村
敬子、赤羽正大、荒井公治、友田時彦、安藤眞佐子、竹田哲夫、インターピープルふちのべ、相模
原災害ボランティアネットワーク、近藤篤司

　市社協では相模原市内で地域福祉活動にご活躍されている皆様を
迎え、例年「相模原市社会福祉大会」を開催しています。本年度（１１
月６日開催）の受賞者の皆様を紹介します。おめでとうございました。

●障害者週間とは？
　1992年(平成4年)の第47回国連総会で12月3日を｢世界人権デー｣と
することが採択され、3年後の1995年(平成7年)より、この12月3日から
9日までの1週間を「障害者週間」とすることになりました。福祉について
の理解を深め、障害者があらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高
めることを目的とした週間で、2004年(平成16年)に改正された障害者基
本法にも盛り込まれました。

●ともしび運動とは？
　障害のある人もない人も、高齢者
も若者も、国籍が違う人も、全ての
人たちがお互いに理解し、人権を尊
重しあい手を携えて歩むことができ
る「ともに生きる福祉社会づくり」を
推進するかながわの県民運動です。
　この「ともしび運動」の理念のも
と、市社協ではパネル展示を通して
障害についての理解や障害者の社
会参加を広く市民の皆様に呼びかけ
るキャンペーンを実施します。

●神奈川新聞に広告を
　掲載します
　１２月３日～５日の３日間、神奈川
新聞に神奈川県社協、横浜市社協、
川崎市社協、相模原市社協が共催
で、「この街に生きる　ともに生きる」
をテーマに広告を掲載しますので
ご覧ください。
問合せ　あんしんセンターグループ
　　　　電話　042-756-5034

この街に生きる ともに生きる
目で見て分かる　障害のこと　ともしび運動のこと
　　　　　 12月3日（金）～9日（木）
　　　　　あじさい会館１階ロビーにてパネル展示実施！

～10月9日(土) 市体育館～

「災害ボランティアセンター立上げ訓練」
を開催

　市社協では、市内で大規模な災害が起きたとき、
「災害ボランティアセンター」を立上げ、ボランティア
活動者の受入れとボランティアを必要とする被災者と
の調整を行います。
　今回の訓練では大地震の発生を想定し、50名の参
加者が、ボランティアしたい人の役、ボランティア受
付係の役、被災者から相談を受ける係の役、両者を

結びつける係の役を
体験し、役割分担や
連携の必要性を話し合うなど学びを深めました。
　災害時のボランティアは、遠方から来るイメージがあり
ますが、最近では、衣食住等で被災地に負担をかけない
ために日帰りで活動することが多く、また活動の継続性・
土地勘の有無等から、近隣の住民同士の活動が注目され
ています。市社協は、市内で災害が起きた場合に、市民
同士の支えあいがスムーズに行われるように、日頃から

地域住民同士の支えあう関係づくりが豊かになるよう取り組んでいきます。

災害
時に被災者を支えよう！災害
時に被災者を支えよう！災害
時に被災者を支えよう！

ボランティアと被災者を結びつける係

ボランティア受付係

生活福祉資金貸付制度のご案内
　一定の所得以下であり、必要な資金を他から借り入れることが困難な世帯に対し、その
世帯の自立と生活の安定を目的として資金の貸付を行います。

◆総合支援資金
　失業などにより、生活の維持が困難になった世帯へ生活費及び必要な資金の貸付を
　行います。
　　・生活支援費（複数人世帯200,000円以内／月、単身世帯150,000円以内／月）
　                       初期貸付は6か月以内を目安とします。

◆教育支援資金
　学校教育法に定められた高等学校、大学などへの進学や通学に必要な経費の貸付を
　行います。
　　・就学支度費（一括）　～入学金等が対象で貸付上限額500,000円
　　・教育支援費（月額）　～授業料・交通費等が対象で次の貸付上限額

問合せ　福祉推進課　電話　042-756-5034

高 等 学 校（専修学校高等課程含む）  35,000円
高等専門学校  60,000円
短 期 大 学（専修学校専門課程含む）　  60,000円
大　　　　学  65,000円
※貸付にあたっては、要件及び審査があります。詳しくはお問い合わせください。

　県民から寄せられた「交通遺児への寄付金」と、市社協へ寄せられた「交通遺児
指定寄付金」を交通遺児へお渡しします。
　該当される方は平成２３年１月７日（金）までに申請をしてください。

対　象　市内に住所を有する交通事故等（列車、電車、船舶、航空機等交通機 
 関の運行上の事故を含む。）による20歳未満の遺児がいる世帯（平成 
 ２３年１月末現在）
手続き　申請書、事故証明書、住民票等の書類の提出
内　容
１　県交通遺児援護基金
　　（１）見舞金　１００,０００円
　　　　○事故当時、県内に居住していた２０歳未満の交通遺児がいる世帯
　　　　　※ただし、神奈川県労働災害遺児等見舞金支給対象世帯は除きます。
　　（２）激励金　５０,０００円
　　　　○小学校に入学するとき　○中学校に入学するとき
　　　　○中学校を卒業するとき　○高等学校を卒業するとき
　　　　　　　　　　　　　　　　　（大学入学検定試験合格を含む。）

２　市社協寄付金　※金額は毎年異なります。
　　　　○市社協へ「交通遺児のために」と指定された寄付金の配分
問合せ・申込み
　　市社協南事務所（電話042-765-7065）までご連絡ください。
　　 ※なお、昨年度も、上記「２市社協寄付金」を受けている世帯はご連絡の必要はありません。

交通遺児世帯の皆様へ

見舞金・激励金をお渡しします

【感謝の部】
■社会福祉活動推進功労者
■多年・多額寄付金協力者　
　多年にわたり多額の寄付を続けられ、社会福祉の向上に貢献されました。
㈳神奈川県エルピーガス協会相模原支部、県北管工事協同組合、㈳神奈川県柔道整復師会相模支部、
北里大学病院、(有)ケアスタッフサービス、ＫＹＢ㈱労働組合、相模原商工会議所、㈳相模原法人会、
相模原市ダンススポーツ連盟、ＪＡ相模原市組合員ゴルフ大会、橋本幼稚園ＰＴＡ、ビバーチェ共和店、
福祉と環境を考える会青い鳥、福前健康体操、ミュージックプラザ音楽院、　住広子、セレモニー
ホール永田屋、竹内三代子

■多年寄付金協力者　
　永年にわたり寄付を続けられ、社会福祉の向上に貢献されました。
一星暁、フレンドシップ

■多額寄付金協力者
　平成21年8月から平成22年7月の間に多額の寄付をされ社会福祉の向上に貢献されました。
青葉地区自治会連合会親睦ゴルフ大会、㈱ア・ドマニー、石井孝一、奥森勝彦、アクト南口一番街商
店街振興組合、神奈川土建一般労働組合相模原支部、キャタピラージャパン労働組合相模地区アク
ティブハート、小磯隆、㈱広和産業・(有)コーワ、さがみはら星野富弘花の詩画展、㈳相模原市建設
業協会、塩田ホームフリーマーケット実行委員会、セントラル自動車労働組合、持田勉、山口春哉、
神奈川県生命保険協会町田ブロック、全国大陶器市振興組合、㈱スーパーアルプス、㈱スーパーアル
プスお客様一同、明るい社会づくり運動相模原けやきの会、持田美惠子、㈳神奈川県トラック協会相
模地区支部、相模カラオケ同好会

■多額寄付物品協力者
　平成21年8月から平成22年7月の間に多額の物品を寄付され社会福祉の向上に貢献されました。
グローブライド㈱、源悟山顕正寺、コロムビア星有子、相模原南遊技場組合、第一生命保険株式会社
町田支社・第一生命労働組合町田支部、㈱ヌマヤ相模原店、南翔一郎音楽事務所

■多年法人賛助会員協力者
　永年にわたり法人賛助会員として協力をされ、社会福祉の向上に貢献されました。
富士工業㈱、㈱マザーライク相模原

■多額法人賛助会員協力者
　平成21年度法人賛助会員として多額の協力をされ、社会福祉の向上に貢献されました。
タイヨー印刷㈱、原武　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同、敬称・団体代表者名略）

冣

区　分 貸付上限額
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業務内容　一般事務　　募集人員　１名
応募資格　簿記２級程度、パソコン業務可能 
 な方
勤務・賃金　月～金曜日の週２日間程度
 午前１０時～午後４時（1時間の 
 休憩）時間外勤務あり
 時給850円～（応相談）
勤務場所　市高齢者福祉施設協議会事務所
　　　 （〒252-0236 中央区富士見
 6-1-20あじさい会館内）
申 込 み　書類・面接にて選考。履歴書
 （写真貼付）を同協議会事務所
 に郵送してください。（１１月２７
 日（土）消印有効）
問 合 せ　募集に関しては下記時間帯とさ
 せていただきます。１１月２２日
 （月）～２６日（金）午前１０時～
 午後４時　
 ☎042-707-1136　

日時・内容
１１月２６日（金）　午前９時４５分～１１時４５分
   パーカッション鑑賞会、
   生徒作業学習製品の販売
１１月２７日（土）　午前９時４５分～午後２時１５分
   学習発表、施設・作業所 
   製品の販売、PTAバザー
場　所　県立津久井養護学校（緑区若柳44）
申　込　不要　直接会場へ
※本校の駐車場は保護者・関係機関のみの
　利用となります。一般の方は公共の交通
　機関・駐車場等をご利用ください。
問合せ　☎042-684-4869　担当　塚田

相模原市高齢者福祉施設協議会
非常勤職員募集

津久井養護学校
えがおいっぱい つくよう祭２０１０

日　時　①12月12日（日）、②1月16日（日）
 午後2時～3時30分
場　所　麻布大学 110周年記念会館２階
内　容　犬との触れ合いを通して補助 
 犬を知ってみませんか？犬との 
 触れ合い、デモンストレーション
 など
費　用　無料
定　員　２０名（先着順・申込みは前日まで）
申込み・問合せ　
 麻布大学 介在動物学研究室　
 ☎０４２-７５４-７１１１（内線４４４） 
 担当　山本

イヌと触れ合う五つの輪
～補助犬の普及に向けて～

日　時　平成２３年１月２９日（土）　午前９時45分～11時30分
場　所　はあとぴあ　市民交流センター（中央区清新7-4-1）
内　容　ボランティア活動や日常生活を豊かにするため、講師に柴田範子氏 
 （東洋大学准教授）を迎え、傾聴について学びます。
費　用　５００円
定　員　60名（抽選・申込みは１月１５日（土）まで）
申込み・問合せ　傾聴ボランティアの会相模原　☎090-8080-４063　担当　瀧川

傾聴ボランティア研修「地域に根ざす傾聴活動」

日　時　１１月２６日（金）午後１時～７時
  ２７日（土）午前１０時～午後７時
  ２８日（日）午前１０時～午後３時
場　所　ラクアルオダサガ４階（小田急相 
 模原駅北口下車１分）
内　容　自閉症児・者作品の展示
費　用　無料　　　
問合せ　相模原市自閉症児・者親の会
 ☎０４６-２５１-７４８１　
 担当　松原

自閉症児・者作品展
ミロより優しく、ゴッホより激しく、ピカソより純真！

日　時　１２月１３日(月) ～２５日(土)
場　所　ハンドメイドショップ  バオバブ(あじさい会館１階）
内　容　セール、三角くじ（５００円以上の 
 お買い上げで。はずれなし）、あじ 
 さい会館共賛クリスマスコンサート 
 （12月22日（水）　正午～午後１時、
　　　　　　ハンドベル、オカリナ演奏）
申込み　不要　直接開場へ
問合せ　☎０４２-７５７-６７７２　担当　村松

ハンドメイドショップ　バオバブ
１０周年記念第２弾 クリスマスフェア

日　時　１２月１１日（土）、１２日（日）
 午前１０時～午後３時
場　所　ひまわり工房（中央区陽光台２-２-６）
 相模線上溝駅より徒歩１０分　横浜線 
 淵野辺駅よりバス「星が丘」下車３分 
内　容　手織り製品の販売、機織体験（無料）
 喫茶、バザー、お花の販売
問合せ　☎ ０４２-７５４-３４０５ 

ひまわりフェアー

日　時　12月18日(土)　午後１時３０分～
 ３時５０分（開場　午後１時）
場　所　あじさい会館　６階展示室
内　容　長年発達障害に関する相談、支援 
 に携わっている小池良一氏（茅ヶ崎 
 市こどもセンター相談員）による発 
 達障害への理解・支援等について 
 の講演
費　用　無料　　　
申　込　不要　直接会場へ
問合せ　市障害児者福祉団体連絡協議会 
 （あじさい会館内）
 ☎042-755-5282　担当　鈴木

講演会「ふつうに見える、という障害
～発達障害かもしれない～」

★年末年始のお休み

広　報

日　時　１２月１２日(日)　午後１時３０分～ 
 ３時3０分（開場　午後１時）
場　所　市民会館
内　容　ワンコインで楽しめる、沖縄音楽や 
 ピアノ伴奏によるコンサート。
入場料　当日券大人 ６００円、小学生 ３6０円
 前売り券大人 ５００円、小学生 ３００円
問合せ　社会福祉法人清水地域福祉奉仕会 
 ☎０４２-７６２-１０１５　
 担当　戸塚

ふれあいのつどい

日　時　１２月６日（月）　午後１時３０分～３時３０分
会　場　県立さがみ緑風園　地域交流集会室
参加費　無料　定員　２０名（先着順）
問合せ　南ボランティアセンター
　　　　電話　042-765-7085

　これからボランティア活動
を始めたいと考えている方
のための講座。ボランティ
アの心構え、活動の紹介と
車いす介助体験等。

障害者支援
ボランティアセミナー
障害者支援
ボランティアセミナー
障害者支援
ボランティアセミナー

　相模原市立あじさい会館では、冬休みの期間中、高齢者やお年寄りの介護をしている方や親子を対象に、
ワンコイン講座を開催します。
①会　　場　相模原市立あじさい会館（中央区富士見6丁目1番20号）及び南保健福祉センター（南区相模大野
                  6丁目22番1号）     
②参加費　１人５００円（子どもは無料）　講座により別途、材料費が必要なコースがあり。（当日徴収します。）  
③申し込み　往復ハガキに希望コース（１枚につき１名）、住所、参加者氏名、電話番号を明記し、郵送にて
 お申し込みください。（応募者多数の場合は抽選になります。） 
④締め切り　１２月１２日（日）消印有効
 郵送先：〒252-0236 相模原市中央区富士見6丁目1番20号　あじさい会館管理事務室　冬の講座係宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           問合せ　あじさい会館 管理事務室　電話　042-759-3963

家庭内で介護や育児など、日々の生活の中
でイライラすることがありませんか。そん
な時のためにストレスに打ち勝つコミュニ
ケーションの方法を体験します。

自彊術(体の負担をなくす体操）を生かし、
介護者自身の負担を軽くする自己コント
ロール法について体験します。

親子で揃って簡単なアートフラ
ワーのリースを1つ作ります。

材料費　2,000円、工
作用はさみ、エプロ
ン、ボンド、持ち帰り
用袋

保育あり　
材料費400円、裁断用は
さみ、ものさし

バスタオル、当日は裸
足です。動きやすい服
装でご参加ください。

フェルトで作る新たな世界～布おもちゃ～
ソフトタッチな感触と優美な世界。お子さ
んが安心して遊べる布おもちゃづくりの実
践講座です。

南保健福祉セ
ンター情報交
換ルーム

あじさい会館
講習室

南保健福祉セ
ンター情報交
換ルーム

あじさい会館
第一和室

マナコフラワーアカデミー
一級教授

田所　まゆみ氏

布のおもちゃサークル
ピノキオ

倉科　みよこ氏

コーチングオフィス
代表

松尾　　昭享氏

社団法人自彊術普及会

菅原　　鞠子氏

           
あじさい会館主催　冬休み         講座開催！！

高齢者やお年寄りの介護

 

介護負担をなくすには
～ストレスマネジメント入門～

子どもと遊ぼう
布おもちゃの世界

親子で体験
クリスマスリースづくり

介護負担をなくすには
～自己コントロール法入門～

12月23日（木）
午前10時～正午

12月24日（金）
午前10時～正午

12月26日(日）
午前10時30分～正午

12月25日(土）
午前10時～正午

15組

15組

15組

30名

1

Ｎｏ.

2

3

4

講座名 講座内容 備考（持ち物等）日　時 会　場 講　師 定員

日　時　１１月２７日（土）　午後2時～３時３０分
 （開場  午後１時３０分）
場　所　市城山総合事務所　城山公民館
 ２階大会議室
内　容　盲目のミュージシャン木下航志ライ 
 ブ~１７歳でメジャーデビュー・２０ 
 歳で国連本部で演奏　魂を揺さぶ 
 る歌声とピアノ！！～協力券：当日券  
 大人１‚３００円、小学生以下７００円 
 前売り券 大人１‚0００円、小学生
 以下５００円。
問合せ　かわせみの家
 ☎０４2-783-1333

第1５回かわせみの家
チャリティコンサート

○市社会福祉協議会各事務所・福祉機器展示室・
　保健と福祉のライブラリー
　12月29日（水）～1月３日（月）
○あじさい会館・南保健福祉センター（あじさい会館南分室）
　ボランティアセンター・南ボランティアセンター
　12月28日（火）～1月３日（月）

市 社 協 非 常 勤 職 員 募 集

地域福祉支援員（募集人員：1名）

業 務 内 容　 光が丘地区社会福祉協議会の活動 
 に関する企画・運営等の支援、光 
 が丘地区民生委員児童委員協議会 
 の事務の補助など。
応 募 資 格　 地域福祉活動に理解と熱意があり、 
 普通自動車運転免許を有し、平成 
 23年1月11日（火）より勤務可能 
 な人
勤務・賃金　原則週３日で午前９時～午後４時
 （1時間の休憩）、時間外勤務、 
 勤務指定曜日以外の勤務あり。
 時給960円
勤 務 場 所 相模原市陽光台公民館
 （相模原市中央区陽光台5-6-1）

申　込　み　市社協の各事務所で11月２２日 
 （月）より配布する所定の申込書に 
 より１２月３日（金）までに市社協福 
 祉推進課へ持参
問　合　せ　 福祉推進課　電話  042-756-5034




